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[成果情報名]二酸化炭素くん蒸処理によるショウガクロバネキノコバエの防除

[要約]種ショウガ根茎の貯蔵期間中に二酸化炭素濃度 40 ％、20 ℃で 24 時間くん蒸処理す

ると、貯蔵害虫のショウガクロバネキノコバエに対して高い殺虫効果を示し、貯蔵中の根

茎の障害や定植後の生育への影響は認められない。
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[背景・ねらい]

ショウガ産地では、貯蔵中の種ショウガ根茎がハエ目幼虫に食害され、しばしば大きな

被害を受ける。しかし、貯蔵期間中に処理できる登録薬剤はない。そこで、二酸化炭素く

ん蒸処理の農薬登録を行い、防除技術を確立する。

[成果の内容・特徴]

１． 20℃で 24時間処理した場合、ショウガクロバネキノコバエに対して二酸化炭素濃度 40

～ 60 ％で高い殺卵効果が認められ、二酸化炭素濃度 20 ～ 60 ％で高い殺幼虫効果が認

められる（図１）。

２．二酸化炭素濃度 40 ％、20 ℃で処理した場合、卵および幼虫に対して 24 時間処理で効

果が高い（図２）。

３．二酸化炭素濃度 100 ％、20 ℃で 48 時間、72 時間くん蒸処理により約３か月後に貯蔵

庫内においてショウガ根茎の腐敗や萌芽部位が変色する障害が発生し、処理時間が長い

ほど発症程度が大きくなる。一方、24時間処理では障害が発生しない（図３）。

４．二酸化炭素濃度 100％、20℃で 24時間くん蒸処理では無処理に比べて発芽率、茎長（シ

ュート長）、収量が低下する。一方、二酸化炭素濃度 20 ～ 80 ％、20℃で 24 時間処理で

は無処理と同等の発芽率、生育を示す（表１）。

[成果の活用面・留意点]

１． 2010 年１月４日現在、種ショウガ根茎に対する二酸化炭素くん蒸処理は農薬登録がな

い。

２．高濃度の二酸化炭素ガスを体内に吸入すると、頭痛、呼吸困難、窒息等の症状が現れ

ることがあるので取り扱いに注意する。



[具体的データ]
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図１　二酸化炭素くん蒸処理濃度がショウガクロバネキノコバエ卵の死

        亡率と幼虫の死虫率に及ぼす影響（3反復）

注1）くん蒸処理時間は24時間、温度は20℃．

注2）産卵2～4日齢の卵を1処理あたり43～275個と若～老齢幼虫を1処理あたり

　　　 13～135頭供試．

注3）縦線は標準誤差．
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図２　二酸化炭素くん蒸処理時間がショウガクロバネキノコバエ卵の死

        亡率と幼虫の死虫率に及ぼす影響（3反復）
注1）くん蒸処理濃度は40％、温度は20℃．

注2）1反復あたり22～83個の産卵1～3日齢の卵と9～39頭の中・老齢幼虫を供試．

注3）縦線は標準誤差．
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図３ 二酸化炭素くん蒸処理濃度、時間が貯蔵中の種ショウガ根茎の

　　　障害発生程度に及ぼす影響
注1）くん蒸処理温度は20℃．

注2）1処理あたり4ｋｇ（6～8個の根茎塊）供試、全根茎塊を調査．

注3）障害発症度＝（3A+2B+C) /（調査根茎数×3）×100

　　　 A：根茎の腐敗、壊死 B：萌芽部位の黒変 C：萌芽部位の褐変　D：発症なし
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表１　二酸化炭素くん蒸処理濃度が定植後のショウガの生育に及ぼす影響

収穫時重量

定植76日後 収穫時 （ｋｇ）

100% 81.3 51.3 88.0 7.8

80% 96.5 63.5 104.3 11.2

60% 100 60.3 109.8 11.1

40% 100 58.9 110.3 12.0

20% 93.0 60.8 109.1 11.1

0.03%(無処理) 100 62.0 104.2 11.7

注1）くん蒸処理温度は20℃、時間は24時間．

注2）2008年4月22日定植、発芽率は定植76日後の7月7日に調査、9月26日収穫．

注3）発芽率は、各区13～16根茎を調査、2区の平均値．

注4）茎長（シュート長）は、各区10茎（シュート）を調査、2区の平均値．

注5）収穫時重量は、各区全株調査、2区の平均値．

二酸化炭素濃度
茎長（シュート長）（cm）

発芽率（％）


